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上尾伊奈ごみ広域処理施設整備 住民説明会 議事録 

 

日   時 令和７年１１月２２日（土）１４：００～１５：４０ 

場   所 須ケ谷集落センター 

住民参加者 １６名（うち資料の受け取りのみ１名） 

事 務 局 上尾伊奈資源循環組合 

局長 

次長 

施設担当 

 

 上尾市 環境政策課 課長 
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１．開会 

 

定刻となりましたので、新たなごみ広域処理施設に関する説明会を

始めさせていただきます。 

本日の司会を務めます上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。宜

しくお願いいたします。 

はじめに、本日の説明会の流れについて説明します。 

まず、組合からあいさつ、職員紹介をさせていただきまして、その

後、新たなごみ広域処理施設について説明をさせていただきます。説

明後には、質疑応答の時間を設けております。 

続いて、本日の配布資料を確認いたします。「新たなごみ広域処理

施設に関する説明会資料」Ａ３版 両面カラーの資料１点でございま

す。お持ちでない方がいらっしゃいましたら、挙手にてお知らせくだ

さい。 

 

２．あいさつ 

 

 それでは、説明会を開会いたします。 

上尾伊奈資源循環組合を代表いたしまして、局長の林田よりご挨拶

申し上げます。 

 

 上尾伊奈資源循環組合の局長の林田と申します。本日はお忙しい

中、新たなごみ広域処理施設に関する説明会にご参加いただき、誠に

ありがとうございます。また、日頃より、上尾市、伊奈町のごみ処理

広域化にご理解とご協力を賜り、感謝申し上げます。本日は、須ケ谷

集落センターをお借りして説明会を開催させていただきます。 

さて、上尾市と伊奈町は、ごみ処理施設の老朽化に伴い、市と町が

協力して新たなごみ広域処理施設の整備を進めることになりました。

当組合では、令和１５年度の稼働に向けて事業を進めております。 

今年度は、施設規模や処理方式など、施設整備に関する基本的事項
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をまとめた、ごみ広域処理施設整備基本計画の策定や施設整備に伴う

周辺環境への影響を評価する環境影響評価の現地調査を実施している

ところでございます。本日は、前回の１月に開催しました説明会から

進捗が若干ございましたので、そういった内容も踏まえながら、近隣

の皆様に特に関わりの深い事項を中心に新たなごみ広域処理施設の整

備事業の概要と今後のスケジュールについてご説明させていただきた

いと思っております。説明の後には、ご意見、ご質問をお受けする時

間を設けます。短い時間ではありますが少しでも皆様の不安な部分の

解消につながればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

３．職員紹介 

 

次に職員紹介を行います。組合、上尾市の順番に自己紹介形式にて

進めさせていただきます。 

 

 改めまして、局長の林田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

次長の斉藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

上尾伊奈資源循環組合事務局の池田と申します。よろしくお願いい

たします。 

 

同じく組合事務局の須藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

上尾市の環境政策課長をしております、大竹と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

改めまして、上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

説明に入る前に１点事務連絡がございます。 

本日の説明会の会議録につきましては、後日公開する予定です。 

また、記録として、皆様の後方から写真撮影をさせていただきま

す。ホームページなどに掲載する場合は、お顔など特定できないよう

にいたしますので、あらかじめご了承ください。 

 

４．新たなごみ広域処理施設について 

 

それでは、新たなごみ広域処理施設について、次長の斉藤よりご説

明いたします。 

 

それでは、「新たなごみ広域処理施設」について説明いたします。

皆様のお手元の資料と、スクリーンに映写する資料は、基本的に同じ

ものになりますので、スクリーンが見づらい場合はお手元の資料でご
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確認下さい。まず、Ａ３版資料を開いていただき、右上に「おもて」

と書かれた方からご説明します。 

お手元資料の左上の①これまでの経緯について簡単にご説明しま

す。 

本組合は、上尾市と伊奈町の新たなごみ広域処理施設の整備に向け

て各種事業に取り組んでいます。令和５年度には施設の基本的な方向

性を定める施設整備基本構想を策定しました。 

基本構想では、右上囲みにありますとおり、施設整備における４つ

の基本方針として、１つ目、環境にやさしい施設、２つ目、安全、安

心で、安定した施設、３つ目、地域に貢献し、住民に親しまれる施

設、４つ目、経済性に優れた施設を掲げておりまして、すべてをバラ

ンスよく達成できるように、現在はより具体的な内容を定めるための

施設整備基本計画を今年度中の策定に向け事業を進めています。この

ほか、記載はございませんが、施設整備に向けて環境アセスメントや

用地測量など各種事業に取り組んでいるところです。 

続いて、②建設予定地をご説明します。 

建設予定地は、伊奈町の大字小室地内で、市町境の伊奈町側に位置

しております。「ホームセンターセキチュー上尾店の道路を挟んで南

側の敷地」と言った方がわかりやすいかもしれません。面積は約７．

６ヘクタールとなります。敷地の南側には上尾市、伊奈町の事業とし

て都市計画道路が計画されております。この都市計画道路は、新施設

の稼働開始までに開通する予定となっておりますが、開通すると、上

尾市側では上尾市東部浄水場の丁字路、伊奈町側では伊奈中央駅から

西に向かう通りの大きくカーブする場所とを結ぶ計画となっておりま

す。建設予定地については一部区域変更がございまして、敷地北東の

住宅を編入し、原市沼川沿いの鉄塔を除外しました。 

つづいて、お手元資料の左下③施設諸元（案）についてご説明しま

す。 

主要施設は、管理棟と工場棟の２つで、安全性なども考慮して別々

の建物として整備する予定です。管理棟には、組合職員事務室の他、

見学者を受け入れるための大会議室や、会議を行うための会議室など

があります。工場棟には、可燃ごみ処理施設、不燃・粗大ごみ処理施

設、資源物処理施設、ストックヤードの４種類の処理施設があり、現

状では、この４つの処理施設をひとつの建物に収める予定としており

ます。それぞれ括弧書きで処理対象物を記載しています。各処理施設

の施設規模ですが、両市町の令和１５年度のごみの将来推計から算出

しております。可燃ごみ処理施設は、１日２４時間稼働で日量１８０

トン、不燃・粗大ごみ処理施設は、１日５時間稼働で日量２７．９ト

ン、資源物処理施設は、１日５時間稼働で日量４４．６３トンです。 

次に、可燃ごみの処理方式はストーカ式と言いまして、ストーカと呼

ばれる火格子の上にごみを供給し、火格子の下から空気を吹き込みな

がらごみを燃焼させる方式を採用します。上尾市の西貝塚環境セン

ターにも採用されている方式で、ポイントに記載しましたが、国内で

の導入数が最も多い安定した処理方式です。受付日と時間について

は、原則、平日の月曜日から金曜日とし、８時４５分から１１時３０
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分、昼休憩をはさみまして、１３時から１６時１５分としておりま

す。平日が祝日の場合は受付を行うことや、年始は受付を行わないこ

となどは、現在の両市町の施設と同じ考え方とする予定です。また、

伊奈町では、現在、土曜日にも一部収集しておりますが、土曜日の受

付については、今後、上尾市と伊奈町が広域化後の収集方法を決定す

る際に対応を検討してまいります。最後に概算事業費ですが、算出に

当たりましてはごみ処理施設建設実績のあるメーカーにヒアリングを

行い、得られた見積金額などを参考に算出しました。建設費は５９８

億円、運営費は年間１７．８億円となりました。また、施設では焼却

熱等を活用した発電を行いますので、施設で使用した分、自家消費し

て余った電力は売電します。その売電収入額は年間２．２億円を見込

んでおりまして、運営費に充てることになります。概算事業費は現時

点での参考情報となりまして、より経済的な施設整備や運営の仕様等

を検討し、来年度以降、再度メーカーに見積もり徴取する予定です。 

続いて、資料の右上④公害防止基準（案）についてご説明します。 

ごみ処理施設は、各種法令により、排気ガス、騒音、振動、悪臭、

排水について規制値が定められております。法令規制値をクリアする

ことが稼働の最低条件ですので、これを遵守することは当然として、

新施設では、住民の皆様に安心していただけるよう、他市町村の施設

等も参考にしながら、可能な範囲で法令規制値よりも厳しい自主基準

値を設定する予定としております。各種規制値はお手元の資料でご確

認ください。表の一番下の排水につきましては、公共下水道へ接続す

ることになりましたので、ごみ処理施設からの排水が周辺の河川等に

流れ込むことはありません。なお、雨水については、敷地内の調整池

を通し、河川放流することとします。 

次に、資料の右下⑤建築計画（案）についてご説明します。 

地盤状況ですが、建設予定地内では６箇所でボーリング調査を実施

しています。調査では、工場棟を建てる計画位置において、建物の基

礎を設置するための強度のある地盤を確認しています。このような地

盤状況や水害歴を考慮し、適切な地盤高を確保し、施設を建設しま

す。施設の耐震性能ですが、ごみ処理施設は灯油等の危険物を貯蔵又

は使用する官庁施設に該当するため、大地震動後でも大きな補修をす

ることなく使用できるような基準を満たす必要があります。具体的に

は震度６強から７規模の大地震でもほとんど損傷することなく、引き

続き安定稼働できる施設を整備します。 

それでは資料を裏返していただき、右上に「うら」と書いてあるほ

うをご覧ください。 

資料左側⑥施設配置図（案）についてご説明します。 

こちらの配置図（案）については、昨年度説明したものから一部変

更した点もございますので、変更点を併せて説明します。建設予定地

は、細長い三角形のような形で、南側が広く、北側に行くにつれて細

くなる形状をしています。敷地の南側は、新しく作られる都市計画道

路上尾伊奈線と接します。敷地の北側は、県道さいたま菖蒲線と接し

ます。そして、敷地の西側には原市沼川が流れ、川むこうは上尾市と

なっており、農地が広がっています。敷地の東側には町道が通ってお
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り、道むこうは農地や林が広がり、住宅が点在しています。こちらの

町道は、伊奈町の事業として一部道路拡幅の計画がございます。管理

棟と工場棟は、面積の広い南側に配置する予定です。敷地の東側に住

宅が点在しているため、騒音や振動を極力さげるよう、工場棟は住宅

から離れた西側とし、管理棟を東側としています。管理棟の位置につ

いてですが、以前の説明会でお示しした位置よりもより工場棟側に寄

せて配置し、渡り廊下で繋ぐこととしました。説明会にて「管理棟の

日照や騒音を配慮し住宅から離してほしい。」との意見があったこと

や、メーカーヒアリングでいただいた配置図でも、管理棟を工場棟と

の動線が短くなるような配置であったことから変更しました。また、

メーカーヒアリングでは、工場棟の将来的な建替えを想定している条

件を提示していたことから、メーカーとしてもそれらを考慮し工場棟

の形状を縦長に描いていたことから以前の正方形の形状から変更して

おります。工場棟西側の原市沼川沿いは、自然環境や将来の河川拡

幅、上空には東京電力の高圧電線が通っていますので、そういったこ

とに配慮して、建築物等を極力設置しない方針としています。緑色の

有効活用スペースは、通常時には広場や公園として機能し、災害時に

は災害廃棄物の一時的な仮置場とする予定です。また、植栽すること

で、敷地の東側に点在する住宅との間の緩衝緑地帯としても機能し、

工場棟の圧迫感をやわらげる効果を検討しています。出入り口は、南

側の都市計画道路上尾伊奈線とする予定です。ただし、搬入車両の過

半数を占める上尾市の収集車については、南側から退場を行おうとす

ると、退場時の右折待ちで工場内に渋滞を発生させる可能性がありま

す。工場内の渋滞は、事故の危険性や、敷地外での渋滞発生につなが

る可能性がありますので、上尾市収集車がスムーズに退場できるよ

う、オレンジ色の矢印で記載しているとおり、南側から入場した上尾

市収集車は、ごみを下ろした後に、敷地北側へと進み、北側の出口か

ら左折で県道さいたま菖蒲線に出ていく予定としています。なお、北

側の県道さいたま菖蒲線は、交通量も多く、道幅もそれほど広くあり

ませんので、北側から車両が入場できるようにしてしまうと、入場待

ちの車両が渋滞を発生させる可能性があります。そのため、北側は、

左折退場のための出口一方通行とし、入場はできないようにする計画

としています。県道さいたま菖蒲線から間違えて入ってこないような

対策や、県道は学生の自転車の走行が多いとのご意見も頂戴していま

すので、看板や路面標示などで車両が出る際の安全対策にはしっかり

と取り組んでまいります。伊奈町の収集車については、緑色の矢印で

記載しておりますが、南側の出入口から入場と退場を行う予定として

います。また、入場してきた車両の待機動線は、紫色の点線で囲って

おります。入場する車は、ごみ収集車と一般持込車の２種類となりま

す。ごみ収集車は、車両データを事前に登録しているためスムーズに

受付が可能ですが、一般持込車は、本人確認などに時間がかかりま

す。そのため、ごみ収集車と一般持込車を同じ車線で受け入れてしま

うと、渋滞を発生させる可能性があります。そこで、待機動線を２車

線とし、収集車と一般持込車を別々に受け入れる予定です。距離とし

ては、それぞれ１５０ｍ以上、合計３００ｍ以上を確保する予定とし
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ております。繁忙期でも敷地から搬入車両があふれでないように取り

組んでいきます。資料下のポイントに記載しました、施設が周辺環境

に及ぼす影響については環境アセスメントを行っています。昨年か

ら、気象の状況や動植物、原市沼川の水質などの調査を行っています

が、年内にはすべての調査が完了する予定です。調査結果を施設整備

に反映し、自然環境の保全を図ってまいります。 

次に、⑦主要な機能（案）についてご説明します。 

防災機能については、災害時にごみ処理施設が停止してしまうと、

街中にごみがあふれるという二次災害につながりますので、先ほど、

建築計画（案）でご説明したように、災害時でもいち早く復旧可能な

耐震性等を確保することとします。丈夫な施設をつくりますので、災

害時に周辺の方々が一時的に避難できる場所を提供し、備蓄などを検

討してまいります。ここで表の下のポイントになりますが施設では、

焼却熱等を活用した発電を行いますので、もし周辺で停電が起きて

も、ごみ処理施設では電気が使えますので、一時的な避難場所として

使用できることとなります。表に戻りまして、環境学習機能について

は、子供だけでなく、大人も学べるような内容を検討し、見学者を受

け入れるのに必要な会議室を確保します。ごみ処理以外で、住民の皆

様も利用できる施設としては、広場・公園、体育室、研修室を整備し

ます。広場公園の利用方法としては屋外での運動等が考えられます

が、設置する器具や設備は今後検討して参ります。体育室や研修室に

ついては、音が漏れて近隣にお住まいの方に迷惑とならないよう防音

対策に取り組んでまいります。このほか、施設に運び込まれた粗大ご

みなどのうち、まだ使えるものについては、住民の皆様に提供するこ

とを検討しており、リユースの促進につながればと考えております。

また、発電した電気は、売電するほかに、施設内に電気自動車の充電

設備を設置し、住民の皆様が利用できるように検討しております。 

続いて、⑧稼働開始までのスケジュール（案）をご説明します。 

計画づくりとしまして、新ごみ処理施設の基本的な諸条件について

取りまとめた基本計画を今年度中に策定しましたら、来年度から約２

年かけて、ごみ処理施設を建設する事業者の選定作業に着手します。

再来年度には、建設予定地の用地取得に着手し、用地取得が完了しま

したら造成工事に着手します。造成工事が始まる時期には、建設予定

地中央を南北に抜ける未舗装の町道が通行できなくなります。同時並

行で事業者選定を終わらせて契約を結び、施設の詳細な設計作業を開

始します。３年後にはいよいよ施設の建設工事も開始することとな

り、試運転期間も含めて５年ほどの施設建設工事期間を経て、令和１

５年度稼働開始を予定しております。整備までには、各種法律上の手

続きや、入札手続きに時間がかかるだけでなく、近年の資材不足や人

材不足、そして働き方改革による労働時間の短縮などの影響により、

工事期間がいままで以上に必要になる可能性が高くなっております

が、令和１５年度の稼働開始を滞りなく迎えられるよう、鋭意取り組

んで参ります。 

最後に⑨今後の予定として２点ございます。 

１点目、地域の皆様に関する事項としましては、今回の説明会チラ
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シでもご案内のとおり、１２月１５日に住民視察を予定しています。

行先は、さいたま市見沼区にある見沼環境センターになりまして、今

年の４月に稼働を開始したばかりの最新の施設となっています。ご希

望の方は、説明会終了後に組合職員までお願いします。２点目、基本

計画案に関する事項としましては、来月１５日よりパブリックコメン

トを実施し、１月には市内・町内の各地域をまわって住民説明会を開

催する予定としております。詳しい内容は広報や組合のホームページ

などでお知らせしますのでご確認ください。本日説明していない内容

もございますので、是非、基本計画（案）をご覧くださり、住民説明

会にご参加いただければと思います。 

説明は以上となりますが、新施設の整備内容等について多くのご意

見やご要望をいただき、よりよいごみ処理施設となるよう引き続き取

り組んでまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 

質疑応答 

 

次に質疑応答となります。 

係の者がマイクをお持ちしますので、ご質問、疑問点などございま

したら、恐れ入りますが挙手をお願いいたします。 

 

環境センターについては、全員にとって大切な施設であると思いま

すので、これは進めていただきたいと存じます。ただ、その周辺にお

ける様々な環境問題について認識がどこまでできているのかという共

通認識を図っていただきたい。 

まず一つは、県道から新施設に接続する都市計画道路があります

が、原市沼川とその県道との高低差がかなりあります。この施設を作

る高さはどの程度の規模で、今の埋め立てしてある部分、田んぼの部

分を基準にすると、まだ低い部分があります。その辺を高くすると、

今度は上尾市側がかなり低くなり、水の問題で困るのではないかと想

定されています。都市計画道路もどういう形で設定するのか見えてこ

ないです。農業振興地域として指定されているわけですが、農業する

といっても水が流れ込む部分がかなりあり、作物も取れない状況で農

業振興地域を継続するのは難しい状況も発生しています。休耕地がほ

とんどで、水のはけ場も河川改修もなされていない状況ですから、慎

重に考えていただきたい。この施設を作る高さについて、どのくらい

の高さから今の場所より上がるのか、まだ予定されていませんか。 

 

どのくらい土を盛る可能性があるのかという話ですが、今のところ

盛る予定はありません。慣らしていくということになるかと思います

ので、盛らないという回答になります。ただ、地盤をしっかり固める

必要がありますので、土を盛る可能性はあります。若干上がることは

あると思いますが、驚くほどは上がらない見込みです。 

雨水については、埼玉県の条例で決められた、こういった施設を作

る場合、流れる雨水量を考慮し、調整池を設ける基準があります。そ
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れに基づき調整池を設置します。 

 

いいえ、それではなくて、上平塚からかなり高低差があり、そこか

ら水が落ちてくる状況で、出口部分は相当水が溜まる状況になってい

ます。水の問題は切っても切れない状況です。住民が暮らしやすい整

備をしていただかないと、多くの方がこの施設を作ってよかったとい

う回答にはならないと思います。県道も含めて改修していただかない

と、上尾市の農業振興地域は水没する可能性が大きいわけです。ごみ

も近いところに流れ込んでいる状況も聞いていますので、しっかりそ

の辺の問題を組合の皆さんも含めて考えていただいて、施設自体はと

てもいいものですが、周りにとって迷惑なものにならないように考え

ていただきたいと思います。 

 

ご意見ありがとうございます。我々としては、組合で作るごみ処理

施設の雨水については周りに影響のないようにとお話しましたが、そ

れだけでなく全体的な雨水対策をしっかりやってほしい、それによっ

て他の道路の冠水や土地への浸水が少なくなるのではないか、という

お話かと思います。将来的な話になりますが、埼玉県では、今、原市

沼付近に調節池を作っている状況です。我々が聞いているのは、南側

から順次改修工事を行っていく段階で、結果的には最後になるかと思

いますが、そういった工事につながっていくということです。そのあ

たりも含めて協力体制をしっかりやっていきなさいというご意見かと

思いますので、受け止めさせていただきたいと思います。 

 

道路については、先ほど局長から言われたことは分かっています。

現在、がんセンター通りの原市沼側の橋の改修が終わり、２本の土管

を入れてかなり流れるようにしていますが、そこから北、処理場まで

がかなり長くなっています。東京電力さんの当初の予定では１０年計

画でやるという話が５、６０年前にありましたが、河川に合わせて道

路を作って有効活用するということも聞いていますし、随分と叶わな

い計画になっているのが現実です。今、日本全体で線状降水帯が温暖

化によって発生し、こういう状況の中で自分のところに来たらどうな

るかと考えると本当に怖いです。家が原市沼川に近い方にありますか

ら、昔、台風で庭まで水が来たことがあります。昔は皆、米や畑を

作っていましたが、今は全部埋め立てしてあります。流れる部分も地

下に沈む部分もない状況で、こういう施設を作って自分の家が水没し

てしまうようなことがないように検討をお願いしたいと思います。 

 

ご意見として承りたいと思います。施設配置図の裏面をご覧いただ

くと、原市沼川沿いは白くなっていますが、そのあたりは今後の改修

工事のために何も手を付けないことになっていますので、将来的には

必ず改修されると思います。それをなるべく早くという話かと思いま

すので、協力体制はしっかりしたいと思います。 

 

こういう施設を作るなら、真っ先に県も含めて処理場がスムーズに
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できるように資源組合さんからも要望していただきたいと思います。 

 

はい、ご意見として承ります。ありがとうございます。 

 

今、発言された方の説明にも関連しますが、まず安全性についてで

す。建物の安全性を考えるときに、今おっしゃったように、かなり水

位が低い土地だと思います。ですから、安全面で、例えばゲリラ豪雨

や集中豪雨が発生した場合、建物のレベルをどう考えるのかというこ

とが１点。これがしっかりしていないと、先ほどありました地域に貢

献するということで、避難所としての計画があっても、周りが水没し

ていれば避難できません。建築計画の時にどのようにするかを考えて

いただきたい。水位が低いということは、工場棟のレベル設定も十分

な想定のもとで行う必要があります。多少上がるかもしれないとのこ

とですが、実際はどの程度の水量が発生するか予測を立てた上で、必

要なレベルまで盛土をしなければならない、その費用はどう考えるの

か。安全性を考えたときに、レベル設定をまず第１に考えていただき

たい。そうでなければ避難もできませんし、一時的な災害廃棄物の保

管場所としても機能しなくなります。きちんと考えていただきたいと

思います。そのあたりをどう考えているのかというのが１点。 

それから、活断層に近いと思いますが、どのように判断されている

のか。停電しても工場は機能するとおっしゃいましたが、機能しない

可能性もあります。そのあたりを今後どう想定されていくのかという

ことも一緒に考えて計画していただきたい。費用にも影響しますの

で、そのあたりも一緒に考えていただきたい。 

さらに、総事業費についてです。先ほど５９８億円とおっしゃいま

したが、今言ったような費用を総合的に加算すると、この費用で収ま

るのか疑問です。川の氾濫対策も含めると６００億円では建たないの

ではないか。その費用配分は国が負担してくれるのか、国・上尾市・

伊奈町でどんな配分を考えているのか、今わかるのであれば教えてく

ださい。 

最後に、ごみの分類についてです。伊奈と上尾では、ごみの収集方

法や分類方法が違っていると思います。これはこれから考えていくこ

とかと思いますが、それぞれが違った収集方法とするわけにはいかな

いでしょうから、議会で決めるのか、市長、町長が決めるのか。判断

が遅れると工事開始時期にも影響します。どのように考えているのか

わかる範囲で教えてください。この３点についてお願いします。 

 

１つ目、水と地震の話です。水が入って動かなくなる施設を作るわ

けにはいかないので、計画の中で考えています。 

 

概算費用の中に盛り込まれているということでよろしいですか。 

 

現状では入っているということになります。なお、この場所は既に

盛土されており、ハザードマップでも水害の対象外地域です。もう１

つ、活断層については、約１キロ以上離れている場所となります。こ
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こより北側に活断層があるのではないかという話があります。そこも

含めて、建築計画のポイントにもあるとおり、震度６強から７でも大

丈夫な施設にする予定ですので、費用にも含んで考えています。 

 

上尾市でございます。事業費の費用配分とごみの分別については上

尾市から説明させていただきます。事業費の配分についてですが、す

でに上尾市と伊奈町で定めています。５９８億円は概算で、近からず

遠からずといった金額とご認識いただければと思いますが、これを１

つの目安と考えたときに、事業費の２０％を均等割、残りを人口割で

分けます。５９８億円を例にとりまして申し上げますと、国からの交

付金は約１６５億円となる見込みがございます。残りが４３３億円と

なるわけですけれども、これにつきまして均等割が大体８６．２億

円。つまり、上尾市と伊奈町がそれぞれ４３．３億円を配分いたしま

す。そして、人口割につきましては、その１月１日現在の上尾市と伊

奈町の人口で配分いたしますので、現在で大体８４対１６ぐらいとい

うことになりますので、上尾市が大体２９０億円、伊奈町が５７億円

ぐらいという見込みになりますので、単純にこの計算に当てはめてい

きますと、５９８億円のうち、上尾市が負担すべき金額が大体３３３

億円ぐらいが現在の見込みになっております。ただ、これを今後、入

札等で下げる努力をいたしまして、今、世間でもインフレスライドと

言いまして、物価が上がってしまって１年後にはもう金額がどんどん

上がっているということなので、一旦下がるものの、インフレで上

がっていってということで、どこまで金額が変わるかというところ

は、現在ではわからないです。なお、運営費につきましては、均等割

が１５％、残り８５％は人口ではなくてごみ量割です。焼却ですの

で、ごみの量の総数で配分しましょうということで、現在の状況です

と大体８１対１９ぐらい、上尾市が当然多いということになっており

ますので、運営費はそのような配分で、それぞれがお金を出し合うと

いう状況でございます。 

もう１点のごみの分別でございますけれども、これにつきまして

は、廃棄物減量等推進審議会という審議会で、市民の皆さん、自治会

の代表さん、専門家の方々に意見をいただきながら、どのように分別

していくかということを昨年度から検討しております。現在のところ

ではっきり申し上げられるのは、プラスチックにつきましては、分別

をして資源化をすることになりますので、上尾市は現在、可燃ごみと

して何でも出していただける状態にはあると思いますが、例えば、い

わゆる石油由来製品、ビニールですとか、プラスチック製品だけは分

けていただいて、週１回程度プラスチックの日というものを設けます

ので、そこに出していただくということはほぼ間違いない。その他の

ものにつきましては、今、その審議会で諮っておりますので、決定は

していないという状況でございます。スケジュールといたしまして

は、令和８年度ぐらいまでには分別のルールを定めまして、以降、も

ちろん市議会にも報告しまして、併せて市民の皆様にはきちんと説明

会を各自治会館等をお借りして説明に参りますし、広報やホームペー

ジ等でも細かく周知をいたしまして、３年から４年ぐらいかけて周知
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をしていく予定でございます。ですので、先ほど説明がありました令

和１５年度に稼働開始いたしますが、試験的に令和１４年度の後半ぐ

らいには稼働が始まっているようなイメージとなりますので、それに

合わせて数年前からお試しでその分別を実施していくということで進

めたいと今のところ検討しているところでございます。よろしくお願

いします。 

 

最後に１点、安全性に関して計画段階からお願いしておきたいこと

は、もし冠水したら避難所としての機能が果たせませんので、完成後

に避難所として使う意思があるのであれば、建築計画時にブリッジや

避難できる通路を検討してください。 

 

ご意見ありがとうございます。避難所といいましても一時的な避難

所と考えています。指定避難所になるかどうかは市の防災担当が判断

します。地震や台風など災害時に避難が必要な場合、市役所の防災担

当の方で避難所を設けるということになるかと思いますが、そういっ

た指定がごみ処理場にくるかについては今後詰めていくことになりま

すが、指定避難所という扱いにはならないと思います。南側の都市計

画道路に関しては、先ほどご説明いただきましたが、かなり土地が低

い場所になってきますので、心配があるところでは少し上がった高い

形の道路になる可能性が非常に高いと道路担当課の方から聞いており

ますので、ゲリラ豪雨が降って冠水するような道にはおそらくならな

いと考えております。 

 

どうも説明ありがとうございました。非常によくわかりました。ま

た、重要な施設であるということを理解しております。私の方からは

２点質問させていただきます。１点目は環境アセスメントをいつ頃さ

れたのか、あるいはこれからされるのかわかりませんが、公害防止基

準につきまして、排ガス、例えばＳＯＸですとか、ＮＯＸ、あるいは

ダイオキシン、これらの自主基準値ということで示されているのです

が、ダイオキシン、硫黄酸化物、窒素酸化物のバックグラウンドがど

れぐらいで、それに対してこの自主基準は大丈夫というようなことな

のか、それとも、その他の同じような状況の施設の周辺が今これぐら

いの自主基準値になっているので安全ですとしているのか、その辺が

１つわからない。危機管理の関連からいきますと、通常のことを考え

てもしようがなくて、何かあった時のことを考えた時に、これらのも

のがどのような方向にどれだけ広がって拡散していくのか、そういっ

たところも今後教えていただければと思っております。それがまず１

点目です。２点目に関しましては、まだ今の段階で言う話ではないか

もしれませんけれども、地域住民、いわゆるこの周辺住民に対して何

かしらメリットになるものがやはり必要ではないかと思います。例え

ば、行政の大きな話になるかもしれませんけれども、税金の関係と

か、そういったところもありましたら着手していただいて、少なくと

もこの周辺に住まわれている方々に本当にメリットがあるようなこと

を考えていただければと思っております。以上２点でございます。今
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の中で対策とか、もうやってますよというようなことがありましたら

教えてください。 

 

ご質問ありがとうございます。最初に、公害防止基準の話になりま

す。表の④に公害防止基準がございますが、赤で囲ったところが今回

設定を予定しているところになりまして、赤の囲った外が法律で規制

されている数値になります。それよりも低い値を自主基準値というこ

とで設定することになりますが、その辺がよくわからないという話か

と思います。人が病気にならない数値が法令等規制値ですので、この

基準を達してさえいれば問題は起こらないところですが、やはり心配

だという意見もございますので、我々としては、自主基準値というこ

とで、もっと厳しい数値を設けさせていただいたということになりま

す。他の自治体でも安心安全な施設ということで設定している数字で

す。さいたま市の方の施設についても同じような基準値を使っており

ます。近隣他施設とほぼ同じ基準値です。 

 

今のところなのですが、ここのバックグラウンドと比較すると、ど

のぐらい差があるのでしょうか。 

 

現在、環境影響評価の調査として大気の調査もやっておりますの

で、今後公表させていただくことになります。今、問題ある数字が出

ているとは考えにくいと思います。ちなみに、セキチューの交差点の

信号があると思いますが、そこの少し南側のあたりで大気の調査をさ

せていただいて、何回かやっているところでございます。 

 

地域へのメリットということでご質問いただきました。こちらにつ

きましては、地域振興策というような名目で色々と検討して、候補地

を選定するにあたりまして、土地を提供する地域に対して何かしら還

元するという基準で検討してきたところでございます。従いまして、

今回、建てる候補地を基準としております。説明会等では、例えば

プールですとか、温浴施設とか、そういったご質問をいただくのです

けれども、今回の新施設につきましては、そういった建設はやらない

ということで決まっております。これは周辺にいわゆるスーパー銭湯

とかそういった民間サービスがあること、また上尾市の西貝塚環境セ

ンターにわくわくランドという温浴施設があるのですが、これが昨年

に故障いたしまして、非常に莫大な修理費用をかけております。こう

いったことから、将来に負の遺産という形になる可能性が高いものを

お金をかけて建設をするわけにはいかないという理由から、そういっ

た温浴施設につきましてはやらないという形になっています。ただ、

施設内に色々な整備を施した公園や体育室、研修室などは設けていく

こと、町道１０６号線の拡幅、そういったものが地域への還元という

ことになっております。従いまして、上尾側の須ヶ谷地区、上平塚、

中平塚地区は隣接する地区にはなりますが、皆様へのメリットという

ものは、現段階では考えていない状況でございまして、今後、施設と

一緒に整備していく公園等を皆様でご利用いただくというのが現在の
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状況でございます。 

 

２点ほどお尋ねいたします。この施設については重要であるという

ことを認識しております。 

１点目は、煙突からガスが排出されますが、一般的には煙突から上

昇します。しかし風向きや気象状況によってはガスが下に降りること

があります。これについてどんな対策をされているのかをお聞きした

いと思います。 

 

まず、風向きがどうなるか、下に降りてくることもあるのではない

かということですが、こちらについては、先ほどと少し重なる話にな

りますが、煙突から出てくる煙がどのように拡散していくかというと

ころは、現在調査をしている段階ですので、環境影響評価の調査書が

出来上がりましたら、そのあたりはお話できるようになります。た

だ、公害防止基準を厳しく設けておりますので、体に影響するような

数値ではない形で煙を出す対策をとっていますので、そのあたりはご

安心いただければと思います。 

 

ただ、目に見えないガスについて、ダウンウォッシュという現象を

ご存知かと思いますが、煙やガスが大気で押されて下に降りることが

あります。これに対する対策はどのようにされるのかという質問で

す。 

 

煙突の高さについては、先ほどお話がありましたが、地上から５９

メートルの高さです。我々がいる高さから排出するものではなく、上

から拡散する形になります。その煙が下に降りてくるのではないかと

いうご心配ですが、まず排出される煙自体が危険な数値でないことで

す。法令基準値という最低限守るべき数値があり、それよりもさらに

厳しい自主基準値を設定していますので、真下に降りてくることへの

特別な対策ではなく、元々出てくるものの対策を重視しています。 

 

煙突５９メートルですが、排出筒は１本ですか、２本ですか。焼却

炉は何基あるのですか。 

 

焼却炉は２炉あります。排出筒も２本です。 

 

吐出スピードは決められた条件になるということですね。 

 

はい。 

 

ダウンウォッシュが起きないような対策をお願いしたいです。 

 

さいたま菖蒲線が相当渋滞することが見込まれます。上尾市の収集

車が何台ここから出て、信号灯を設けるなど道路の対策を考えるの

か、わかる範囲で教えていただきたいと思います。 
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さいたま菖蒲線の渋滞のお話かと思います。この焼却施設に車が来

るのは、おそらく、はなみずき通り、１７号の方からということで、

その都市計画道路を南側に設定しますので、そこから施設に入ってい

くということになると思います。それと、さいたま菖蒲線の南側を

使って施設に入ってくるということになるかと思います。そこで何台

ぐらい収集車が上尾市内でごみの回収をやっているかですが、現在の

西貝塚環境センターに行っているものと、伊奈町クリーンセンターを

合わせると大体約１日１６０台ほどとなります。 

 

収集車は伊奈町とは別ですよね。 

 

はい。上尾市収集車だけで１日１１０台ぐらいということになって

おります。これを収集の時間というのがありますので、施設に行って

受け付ける時間というものがあります。お示ししているのは８時４５

分から１１時半、それから１３時から１６時１５分です。これは西貝

塚環境センターと同じような時間ということになっておりますので、

これを時間で考えますと、多い時間でも約１分に１台ぐらいという数

字になります。そんなに多くの車が来るということではないのかなと

現状では考えております。ただ、やはり収集車が来ることによって、

施設の外に車がつながらないように、先ほどお話ししましたが、施設

内で一般持込と収集車を分けて並ばせて、都市計画道路側に出てこな

いように設定することと、もう一つは流れを良くするために北側の方

のさいたま菖蒲線の方から、上尾の車については出させる。信号では

なくて、流れを見て出てもらうというところを考えているところで

す。こちら側としては、渋滞はそれほど心配にはならないのではない

かと考えています。 

 

補足説明させていただきます。先ほど、煙突からの排ガスのご懸念

のお話がございましたが、今回、煙突を５９メートルで設定してい

て、工場の地盤の高さが決まることで、どれぐらいの高さから排出さ

れ、工場棟の形状、高さも影響しますし、春夏秋冬での通年の風向で

したり、風速でしたり、上空の気温変化、例えば急激に下がってくる

点など、そのあたりの調査結果を踏まえて、施設の構造、仕様、煙突

からの排ガスの速度も影響するかと思いますので、そういったものか

ら総合的に予測して、影響がない施設としていきます。予測が次の段

階の作業になります。 

 

よろしくお願いします。ちょっと聞き漏らしたのですが、この図面

では煙突の位置はどのように考えているのですか。 

 

決まってはいませんが、原市沼川沿い、住宅から離すようなイメー

ジになります。 

 

はい、ありがとうございます。 
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実際にできている見沼環境センターと同じものを作るということで

すが、見沼環境センターで何か問題が生じていることはあるのでしょ

うか。 

 

見沼環境センターですが、まったく同じものというと少し語弊があ

るのですが、処理方式がストーカ式というもので、火格子を使って燃

やしていくというものです。非常に高熱を作って、ダイオキシンを出

さず効率的に燃焼させることができるものになっております。現在、

見沼の方は４月に開設したばかりというところでございます。問題が

あるという話も現状では聞いているわけではないですし、こちらで見

学に行ったときも大きな問題についての話は特に出てくるわけではあ

りませんでしたので、今のところ何もないと思います。一般的に、

今、どこのごみ処理施設でも心配しているのは、リチウムイオン電池

の話です。我々の方でも見沼環境センターへ一度お邪魔したことがあ

るのですが、やはり課題として出てきております。川口で起こったの

は、すぐに消せなかったというところが一番大きな点で、火災が発生

して使えない状態になってしまったというところがございますので、

早期に発見することがシステム的にできるものになれば、我々の方で

も新しい施設に取り組んでいくということをやっていきたいと考えて

おりますし、一番いいことは、リチウムイオン電池が焼却施設に入っ

てこないようにしっかり分別することが一番大事なことになりますの

で、このあたりは私も市民ということで出す側としてしっかり分別し

なければいけないと感じているところです。それを我々としては周知

していくことが大事な仕事になってくると思っております。こういっ

た課題というものが現状ではどこのごみ処理施設でもあるということ

になると思います。 

 

ありがとうございます。 

 

すみません。施設諸元の概算事業費のところに、売電収入見込みに

よって２．２億円と書いてありますが、この建物の屋根に太陽光パネ

ルを敷き詰めて、そこからの売電収入が含まれているのかについて教

えてください。 

 

③の施設諸元の売電収入２．２億円ですが、こちらについては、あ

くまで施設で燃やしたものから発生する熱による発電だけということ

になります。 

 

わかりました。火災が起きた時に、太陽光パネルは消せないという

ことで有害物質が出るという話も聞いているので、不安になったので

お聞きした次第です。ありがとうございます。 

 

私の方は１つお願いというか提案ですが、施設の整備における基本

方針の中で、３番目に「住民に親しまれる施設」と書いてあります。
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我々が耳にしているのは、こういう施設ができるのであれば、ほかへ

移りたいという声も聞きます。そこでですが、出ていくのではなく

て、こういう施設があってよかった、または行ってみたい、そういう

ようなものを作っていただければという希望があります。具体的に

は、さきほどの建設予定地を出していただければと思いますが、さい

たま菖蒲線、それから伊奈町町道１０６号線。この間、１０６号線が

そのまま埼玉トヨタ配送センターまで赤い線が来ればいいのですが、

そういう広域なエリアに、ビオトープタイプの公園であるとか、埼玉

の西区にある花の丘公苑のように、皆さんが家族でピクニックできる

場所をできれば作っていただきたいという希望があります。ほとんど

伊奈町の方で工場ができていますが、上尾市のエリアも関わっていま

す。このような私の話に対して、良い意見、方法はありますでしょう

か。 

 

ご提案ありがとうございます。おっしゃるとおり、そこの土地につ

いては現在何も使われておりませんが、調整区域になっており、都市

計画の問題もあります。いただいたご意見を叶えるのは結構難しいと

いう第一印象です。ただし、土地的には伊奈町の土地も入っており、

上尾市の土地もありますので、もちろんすぐできるわけではありませ

んが、今後検討していく価値があると感じました。いただいたご意見

は都市計画課やみどり公園課など所管の方にも共有させていただき、

長期的な目線にはなりますが、検討課題とさせていただきたいと思い

ます。 

 

はい、ぜひお願いしたいと思います。西には公園があり、東にあっ

てもいいのではないかというか、ぜひ作っていただいて、みんなが集

まれるような場所をご検討いただきたいと思います。以上です。 

 

今回建設する施設というのがごみ処理施設ですので、この中でご希

望に沿うことになるかどうかは非常に難しいところではございます

が、空きスペース、有効活用スペースというのはこの中であるかと思

います。この中で、地元の柴中荻区から公園が欲しいというご意見が

ございますので、ご要望に近いものになるかどうかというところは、

今後検討していく内容になるかと思います。ビオトープ等も含めて、

どのようにできるかどうか、実際には叶うかどうかも回答できないと

ころではありますが、検討させていただく内容になってきますので、

ご意見ありがとうございます。 

 

よろしくお願いします。 

 

３つほど質問したいのですが、まず１つ目ですが、今回ストーカ方

式で１日処理量が１８０トンということですが、ストーカ炉は何基で

すか。 

 

２基ございます。 
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２基で運営できるのでしょうか。大体３基持っているところが多い

と思います。１基を補修しながら２基で運用するというパターンが多

いのですが、２基をフル稼働させて補修期間は大丈夫なのでしょう

か。 

 

西貝塚環境センターでは今、３基で運営していて、その中、１基を

休ませて２基で動かしているというのが現状になっておりますが、２

基であっても片方を動かしながら片方を休ませて点検することが可能

なようです。今回２基を選択しています。 

 

いろんなものが入ってくるので修理は多いと思います。そういう意

味では２基で大丈夫なのかなと心配になりました。それから２点目

は、私どもの須ケ谷のことですが、ちょうどセキチューの向こうの菖

蒲線の交差点から、セキチューの脇を通って県道８７号線、上尾起点

に出てくるのですが、交差点がありますよね。道路というのは幹線道

路になっていまして、私も毎日見ているのですが、１２トントラック

が結構行き交っています。それから、たまには大型のトレーラーが交

差点に入ってくるというか、出てくるというか、大変ハラハラしなが

ら、私、交差点の方に住んでいるので見ているのですが、大型の車両

が行き交うようなことが大変難しい道路になってまして、トップとい

うスーパーができてから、なおさらのこと、今までよりもセキチュー

側の道路の脇の距離がなくなってしまいました。コンクリートの塀が

できまして、Ｓ字みたいなカーブを車が行き交っています。あれを見

ていると、万が一、焼却灰の搬送みたいな１２トン級のものがおそら

くこの施設関係のように思うのですが、あそこの通路は侵入を止めら

れるのでしょうか。 

 

今後、どういう経路で入ってきて出ていくのか、そのあたりの話に

なってくるかと思いますので、そこは協議をしていく必要があるかと

思います。 

 

交差点で見ていただくのと、トップの脇のＳ字のところでいくつか

見ていただくとよくわかると思うのですが、大変、死角が遮られてい

るようなＳ字になっていまして、この地域でも、あのあたりにも家の

木が邪魔になって、死角になっているというような話をこの間されま

して、確かに交通量は以前よりも増えていて、事故はいつも起きるよ

うな心配な部分です。とにかく８７号線は菖蒲線よりも圧倒的に交通

量が多いと思います。大型車両も多いのですが、このエリアで入って

きて出ていくということが今までもなかったので、それにはトラック

の中継の会社もありますが、このルートからの行き来は今までおそら

くないのです。その辺、大変心配しています。 

 

もう少しお話を聞かせていただきたいのですが、セキチューの北側

に交差点がありますが、それの北側の軽くＳになっているこの道のこ
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とをおっしゃっていて、その先の８７号線の市場に行く道のことで

しょうか。 

 

そうです。最近、交通量が増えていまして、毎日のように２０台、

３０台と信号待ちがあります。今もう現在です。ですから、この先、

施設が稼働すると、さらにどうなってしまうのか。まして、大型の１

２トントラックの車両は大変大きいですから、簡単にすれ違うことも

できないようなＳ字なので、大変心配しているところです。 

 

ご意見として承っておきたいと思います。資料の施設配置図のとこ

ろで出ている内容になりますけれども、上尾市からの車両というの

は、北側から一方通行で左側の方、南側の県道に出ていくというよう

な形になりますので、その道はおそらく使わないことになると思いま

す。出ていく車は使わないということになるかと思います。その部分

はご安心いただければと思います。 

 

こちらの拡幅する道の方に、例えばばいじんを積んだ大型車両は、

そちらから出るだけにしてもらう。８７号線の方からはこちらへ入っ

てこないような指定にして、ちゃんとルールを守ってもらうことが必

要と思っています。 

 

ご意見ということで、ありがとうございます。 

 

もう一点ですが、綾瀬川の活断層というのは、活断層図を見ると、

はっきりと位置がわからない活断層なので破線で示しています、とさ

れています。実際にどこに活断層があるのかというのは、今もって

はっきりとしていません。ただ、活断層図ができた時に、前にも申し

上げたのですが、桶川の向かいから須ケ谷にかけて、活褶曲がありま

すということがはっきりと図上にも出ています。この部分というの

が、その延長上に当たります。この部分では示された活断層図のエリ

アのちょうど切れたところから先です。ですから、活褶曲というの

は、この辺にはないように見られがちなのですが、先だって３月の時

に、上平公民館で事務局の方に資料をお渡ししたのですが、やはり活

断層に沿ってかつ褶曲が伊奈町の方まで入っているというのが産総研

の報告書の中ではっきり記載されています。もしこの活褶曲の中に断

層が入っていたら大変だなと思っています。それから、活褶曲はさら

に揺れやすい地盤とも言われていますので、是非、前々からお話しし

ているように、くれぐれも地盤を確認したと書かれていますが、その

辺を考えながら強固な施設を作っていただきたいと思います。以上で

す。 

 

はい、ご意見ありがとうございます。前回、前々回とお話をお聞き

して、その辺の心配があると、専門的な内容というところに若干なっ

てくるところではございますけれども、ご意見を承って、色々と調べ

たりしています。上尾市内全体的に見て、安全なところはどこかとい
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うところを探したり、それを優先的に探すというのはなかなか難しい

ところではございますので、結果的には現状の伊奈町にお借りしてと

いうような形になっていますが、かなり強い地震でも大丈夫なよう

に、下の地盤とつなげて、揺れに強い施設を作っていくというところ

をこちらの方も考えていますので、そのあたり、見守っていただけれ

ばというところです。安心していただくということは、なかなか受け

止めていただくのは難しいと思いますけれども、しっかりと見守って

いただければと思います。ご意見ありがとうございます。 

 

道路の問題ですが、この施設を作るにあたって、この都計道ができ

ていないような状況で、この施設を作るわけです。そういうところを

考えた上で、現在、各道路がかなり混雑しています。今、第２産業道

路は市役所通りまで着いています。そこから先、施設に入るまでのと

ころまで、今、計画をされているようです。はなみずき通りまで第２

産業道路を予定しているようです。ただ、この施設を作るにあたっ

て、この地域において大型車両なり、いろんな車両が相当来ると思い

ます。ここのところ数日、交通量調査をやっているようですが、この

地域においてもイライラするような交通渋滞というのは顕著に見られ

る状況になっています。いい施設を作るにあたっても、こういう事前

の対策をきちっととっていただいて、迂回路をきちっと整備していた

だくとか、この地域に住んでいる人が交通事故に遭うということにな

らないような形で、是非特段の配慮をお願いしたいと思います。 

 

ご意見ありがとうございます。今回、このごみ処理施設を作るにあ

たって、その東西のはなみずき通りから伊奈中央駅につながる道がで

きるということで、流れは少し変わっていくと思っています。そこと

合わせて、今後かなり先の話になりますが、先ほどお話で出た第２産

業道路、おそらくはなみずき通りまで開通するということになるかと

思います。そこと合わせてはなみずき通りも道路を広げるという話が

あるようです。７月に埼玉県の方で第２産業道路の説明会があったか

と思います。参加された方もいらっしゃると思いますが、そのあたり

の話もされていました。それと５月に都市計画道路の説明会が市の都

市計画課の方であったかと思います。そこで交通渋滞の話も多く出て

いました。そこも含めて都市計画課の方では考えていく、検討してい

くという話も出ていましたので、組合として何かできるという回答は

できませんけれども、かえってよくない施設が来たと思われないよう

に、こちらからもご説明や話をさせていただこうと思っていますの

で、このあたりは我々の方も頑張っていきたいというお話をさせてい

ただきます。ちなみに、はなみずき通りとさいたま菖蒲線の交差点の

ところはしっかりと右折帯を設けて渋滞のないようにということは考

えていると聞いていますので、そこをご理解いただければと思いま

す。 

 

要望で申し訳ないのですが、今回は処理施設に関係することを中心

にここで論議をしていますが、これに関係する道路の問題、いろんな
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問題を含めて、こういう住民説明会があった時には、多岐にわたって

質問が出ると思いますので、その辺を汲み取っていただいて、次回以

降、住民の要望に耳を傾けていただけるような説明会を是非お願いし

たいと思います。 

 

はい。我々としては、ごみ処理施設の進捗状況というところで今回

お話しさせていただきました。道路関係も今年度、先ほどお話しまし

たが、５月に都市計画のそのあたりの進捗もさせていただいていたよ

うですので、合わせてこの辺も含めて、次回、説明がある時に、いろ

んな部局が来れるかどうかは調整させていただくということになるか

と思います。ご要望ありがとうございます。 

 

６．閉会 

 

色々とご意見、ご要望いただきましてありがとうございました。以

上をもちまして本日の説明会の方を終了とさせていただきます。お忙

しいところありがとうございました。 

１２月１５日に先ほどお話していた見沼環境センターの視察予定が

ございますので、もしご希望される方、応募用紙ありますので書いて

いただければと思います。よろしくお願いします。 

 

 


